
                                                      

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 期末テストが終了しました。今回は地区大会と取り組み期間が重なったこともあり、大会後

は学校全体で学習への取り組みが展開されました。何にでも一生懸命な２年生の皆さんは、今

回も後半の追い上げが素晴らしかったと感じています。その分、根を詰めた人も多かったので、

昨日は開放感にあふれた人が多かったのではないでしょうか。 

 

 学芸委員会主催の学習規律強調週間での２年

生の取り組み項目は「私語なし」「反応

をする」「立腰」でした。充実した授業

を作るためのレベルの高い項目だったと思いま

す。結果は、毎日満点のパーフェク

ト!!文句なしの第１位です。 

 

 授業の充実に加えて大切なのが、家庭学習

の充実です。中央廊下には、各学年のよい自

主ノートを、先生方のコメントを付けて掲示

しています。どの学年も、工夫が凝らされた

熱を感じる自学ノートです。 

 

２年生の皆さんの自主ノートを見る

と、レベルアップした人が大勢います。

それが、今回のテストにつながっている

のではないでしょうか。 

 

一方で、２年生の課題が浮き彫りになったテスト期間でもありまし

た。それは、提出物の甘さです。１年生の頃から、 

教科の課題やご家庭にお願いしたアンケートなどを 

期日までに提出できない 

という課題を抱えています。一部の人というには数が多く、教科担任

から「困った」と相談を受けることもしばしばです。 

 提出物の甘さは、すなわち自分自身への甘さです。ワークなどの提

出物は自分の学力に返っていくだけですが、アンケートや申込書など

は、集約する人にも迷惑をかけます。どちらにしても、なんとかして

もらえると思っているその心、それは、周囲の方への甘えであり、と

ても幼稚な考えです。 

 たとえばワーク。ワークを期限までに提出しても、テストの点数に

反映されないことだってあります。けれども、そんなことよりも、提

出しようと努力できない弱さこそ、恐れるべきです。「〇日まで提出し

ます。」と自分で約束したのに約束を守らない、その真心のなさをこそ

恐れるべきです。 

 中学校生活ももうすぐ折り返しになります。自分自身を戒めるよい機会にしたいものです。 

 

 

 

 

 ２２日に行われたＰＴＡ研修会

で、小関一成さんのご講話をお聞き

しました。中津川の水没林の写真を

撮っている方です。小関さんのご厚

意により、水没林の写真を５枚、校

内に展示していました。 

 

 本当に幻想的な風景です。飯豊町

の誇れるものとして発信していけた

らと思います。 
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文責 : 八木 千佳 

≪学習規律強調週間≫ 

第１位 ２年１・３組 

≪班対抗スマイリー太田≫ 

～自学ノート 100％提出を目指せ！～ 

第１位 １、２、３、６、７班 

第 6位 ４、５班 
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